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これはお金のためじゃないんだ

　スーダン人視覚障害者が代表理事を務めるスーダン

障害者教育支援の会 (CAPEDS; Committee for Assisting 

and Promoting Education of the Disabled in Sudan) は

昨年、スーダンの普通学級やコーラン学校に通う視覚

障害児を対象とした点字指導を実施した。今年9月2日

に行われた CAPEDS のスーダン活動報告会と『「点を

繋いで描く夢」2012 報告書』によると、このプロジェ

クトは一般社団法人国際協力システム、㈱イオンフォ

レス、ザ・ボディーショップニッポン基金の助成を得

て、2011年12月から2012年2月にかけてスーダン・

アルジャジーラ（ジャジーラ）(Al Jazirah) 州ワッダル

ファーニ・コーラン学校で、2012年4月から7月にか

けてハルツーム (Khatoum) 州東ナイル地区の視覚障害

児を対象に、国立エルヌール盲学校で点字指導を実施。

計39名が参加し、中には点字指導できるほどの水準に

達した視覚障害児もいた。

　スーダンの首都ハルツームから車で2時間余りの距

離にあるワッダルファーニ・コーラン学校では、視覚

障害者のスーダンの大学生が3人、2ヶ月近く泊まり込

んで点字指導にあたった。その中の一人のアブー・ゼ

イドさんは、「（今回は CAPEDS から謝礼が出るが）た

とえボランティアだったとしても、教師として参加し

たいと思う。これはお金のためじゃないんだ」と語っ

ている。その場にいあわせた CAPEDS 事務局の並木麻

衣さんは次のように共に活動する喜びを表している。

　同じ視覚障害を持つ先輩として「文字を持つこ

と」がどれだけ人生を豊かにするか、子どもたちに

文字を教えることがどれだけ大切なことか、身を

もって知っているアブー・ゼイトさんの信念。文字

を教わることをずっと待っている子どもたちのとこ

ろに、こうやって、これからも一緒に点字教室を届

けていきたいな。とても心強い、私たちの仲間です。

（CAPEDS 活動報告ブログ　2011年12月20日）

障害当事者による支援の可能性

　 筆 者 は、2007年 に 当 時 の AJF の イ ン タ ー ン が

CAPEDS の活動に関わっていたことがきっかけになり、

CAPED の NPO 法人化についての相談を受けた。それ

以来、初代代表理事のモハメド・オマル・アブディン

(Mohamed Omar Abdin) さん、当時の事務局長（現在

は理事）の福地健太郎さんと日本の大学に在籍する視

覚障害者2人による座談会「視覚障害者が高等教育機

関で学ぶ　スーダンと日本の経験を語る」（2007年8

月、東京大学先端科学技術研究センター）、大阪で毎

年開かれているワン・ワールド・フェスティバルでの

ブラインドサッカー紹介ワークショップ（2008年2

月）、理事のヒシャーム・エルサー (Hisham Elser) さ

んと立命館大学大学院生存学創成拠点に在籍する視覚

障害者3 人による座談会「大学における視覚障害者支

援の現状と課題　スーダンで今求められていること」

（2008年6月、立命館大学）、ヒシャムさんインタビュー

（2009年3月、筑波大学）、現代表のバシール（モハメ

ドバシル・アフマド・モハメドアリー）さん公開イン

タビュー（2009年6月、京都府国際センター）などの

機会をつうじて話を聞き、討論をしてきた。2009年

3月に発刊された『立命館大学生存学研究センター報

斉藤龍一郎
SAITO Ryoichiro

スーダンと日本をつなぐ視覚障害者の活動に学ぶ
Visually impaired students’ struggles for access to knowledge 

inspire children with visual impairment in Sudan

Special topic: One Year and a few months after the independence of South Sudan

さいとう　りょういちろう：1980年に脳性マヒ児の養護学校から地域の学校へ転校支援運動に参加したことをきっかけに

障害者解放運動に関わり、それ以来、 脳性マヒ者の介助を行っている。2011〜12年度障害学会理事。2008年以降は障害者

インターナショナル (DPI) 日本会議、立命館大学生存学創成拠点と AJF が共催する 「アフリカ障害者の10年」学習会を担当。

2000年から現在まで AJF の事務局長。



アフリカ NOW 9620

告6〜視覚障害学生支援技法』(1) に「スーダンと日本、

障害当事者による支援の可能性」を執筆したが、それ

以降の CAPEDS の活動を振り返り、改めて障害当事者

による支援の可能性について考えてみたい。

仲間たちにもチャンスを

　先に名前をあげた CAPEDS のメンバーの中で、福地

さんは筑波大学でアブディンさんと出会い、CAPEDS

の創設に関わることになったが、アブディンさんとヒ

シャムさん、そしてバシールさんは、ハルツーム大学

で最初に出会っている。2008年6月に行われた座談会

「大学における視覚障害者支援の現状と課題　スーダ

ンで今求められていること」に参加したヒシャムさん

は、日本に来ることになった経緯について、次のよう

に語っている。

　視覚障害者を日本に招いたり、針灸あんま師の勉

強をさせてくれたりする国際視覚障害者援護協会と

いうのが東京にあるんですけど、スーダンにいたと

きにそれを知りました。日本という国は行ってみ

たいと思いますよね。みんな日本の車や電気製品を

使ってて知っているし、そんないい製品をつくる国

がどんな国なのか興味を持っていました。でも、そ

の話を 1，2年生の頃から聞いていたのですが、1

年生のときは大学入ったばかりだからまだいいやと

思っていて、そしたら同じ年に入ったアブディン君

が先に日本に行ったんですよ。それで、アブディン

君が帰ってきてその話を聞いてから決めようかなと

思って。で、聞いてみたら「いいよ」って。その時

僕はちょっと躊
ちゅうちょ

躇したんですけど、バシールは絶対

行くとか言っていました。

　アブディンさんは 2007年8月に行われた座談会「視

覚障害者が高等教育機関で学ぶ　スーダンと日本の経

験を語る」で、当時ハルツーム大学に在籍する障害者

学生が急増していた背景にスーダンにおける地域格差

是正政策があったことを指摘して、次のように語って

いる。

　僕は大学に入って日本に来たのですけれども、そ

の後1年間ぐらいでスーダンに法律ができて、例え

ば、スーダンのダルフール、いわゆる未発展地域の

出身が、大学受験においては、…パーセンテージで

やるのですけれども、例えば、法学部は80％から

しか入れないとなったら、そういった地域の人達は

75％から入れると。それと同時に障害者も同じよう

に入れるということになってて。急に、障害者が急

増殖したのです（笑）。僕が大学に入った時は、3人

か4人しかいなかったのですけれども、一番大きな

ハルツーム大学で。それが、2年後は60人になった

のですね。

　ハルツーム大学で出会った3人のうち、まずアブディ

ンさんが国際視覚障害者援護協会 (IAVI; International 

Association for the Visually Impaired) のプログラムで

日本に来て、福井県立盲学校で日本語と点字そして三

療（鍼灸あんま）を学び、その後、筑波技術大学と東

京外国語大学に進学、現在は平和構築をテーマに博士

論文を執筆している。続いて来日したヒシャムさんは、

1年間は愛知県立盲学校に通った後、岐阜県立盲学校

へ移り、岐阜大学と筑波大学で学び、今は大学院で障

害者教育について研究を進めている。バシールさんは、

京都府立盲学校で学んだ後、立命館大学・同大学院に

進学し修士論文を書き上げ、東京で三療を行いつつ、

最近ではアラビア語の翻訳・通訳・会話教育の会社を

立ちあげた。

　3人は、個人としてチャンスを活かすだけでなく、

仲間たちにも点字を学ぶ機会、インターネットを活用

して情報にアクセスする機会を提供したいという。そ

して、その願いをことばだけに終わらせず、ハルツー

ム大学障害を持つ卒業生の会（卒業生の会）と協力し

て、卒業生の会がパソコン本体を、CAPEDS が本体の

値段よりも高いアラビア語の読み上げソフトを、それ

ぞれ5台分用意して寄贈した。2009年3月、ハルツー

ム大学に新たに設けられた障害者用パソコンルームで

行われたオープニングセレモニーには、学長を始めと

する大学関係者だけでなく、JICA スーダン事務所など

も参加。卒業生の会のメンバーが講師を務めるパソコ

ン講座の受講者が増え、パソコンが活用されるように

なり、半年後にはもともとあった障害者支援室が整備

され、障害者用パソコンルームと同様にアラビア語の

音声読み上げソフトをインストールしたパソコンが5

台、新たに導入された。

視覚障害児対象の点字指導の開始

　こうした取り組みの成果をふまえて、ヒシャムさん

とバシールさんの母校でもあるエルヌール盲学校との

協力関係を強化して、スーダンの普通学級やコーラン

学校へ通う視覚障害児を対象とした点字指導が始まっ

た。
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　エルヌール盲学校には、CAPEDS のメンバーが以前

から何度も訪問し、課題を話し合ってきた。この盲学

校は国立だが、教科によっては3人に1冊しか教科書

がない。この現状に対して、日本で英語の教科書を点

訳して、生徒の数だけ用意して送るというプロジェク

トが取り組まれ、今年1月に必要な数の教科書が送ら

れた。今秋には、東京・国立市のロータリークラブが

寄贈する点字プリンターがエルヌール盲学校に届き、

メーカーによる研修も行われることが予定されてい

る。また、昨年11月から今年6月までスーダンに滞在

した福地さんは、エルヌール盲学校で英語を教える機

会を得て、盲学校の現状を体感することができた。

　支援の対象者が比較的限られており、卒業生の会や

在校生の連絡組織もある大学における取り組みと違

い、対象となる視覚障害児に関する基礎的なデータや

接点となる取り組みがほとんどない初等教育（CAPEDS

は「基礎教育」と呼んでいる）に関わる取り組みに踏

み切るまでには、さまざまな議論があったという。ア

ブディンさんが書いた『「点を繋いで描く夢」2012 報

告書』の「まえがき」では、この議論について次のよ

うに述べられている。

　基礎教育プロジェクト立案の時点においては、理

事間で意見が大きく割れてしまったことがある。特

にスーダン人理事においては、それぞれの教育背景

から、本分野に必要な支援とそのあり方に基づく意

見が多かったので、多少意見が一致しなくても無理

がないだろう。むしろ、意見が様々あるということ

は、ニーズが多様である事実を裏付けるものなので

はないかと思った。

コーラン学校での点字指導

　この「まえがき」では、ジャジーラ州ワッダルファー

ニ・コーラン学校での点字指導についても、次のよう

に紹介している。

　第1フェーズにおいては、スーダンのアルジャジー

ラ州の伝統あるコーラン学校でコーランを学ぶ30名

ほどの視覚障害者を対象とした。特定の宗教教育を

支援することは NGO が渋ってきた分野だが、当会

では、むしろこれに力をいれることにした。

　その理由は二つある。一つ目の理由は、スーダン

の地方においては、視覚障害者の多くはコーラン学

校で学んでおり、コーラン学校で優秀な成績で卒業

し、イスラム大学に進学するために点字の勉強が不

可欠であること。二つ目の理由は、コーランを暗記

し、大学に進学して卒業すれば、「イマーム」とい

うイスラム指導者の資格を付与され、宗教活動を直

轄している省庁の職員になることができるからだ。

そうすれば、モスクで説教したりする際、事前に内

容を点字で書いて、読み上げることができる。宗教

指導者という職業は、今日のスーダンの視覚障害者

にとって、大変重要な位置を占めており、ならばこ

の現実を当会のほうが受け止め、しっかり支援する

ことが大切ではないかという考えのもとで、本プロ

ジェクトの対象者にコーラン学校の生徒を含めるこ

とにした。

　前述したようにこのプロジェクトは、視覚障害を持

つスーダンの大学生3名が点字指導者としてワッダル

ファーニ・コーラン学校に泊まり込み、2週間に一度

はエルヌール盲学校で点字指導をしている教師に指導

を受けながら、26名の視覚障害児に2ヵ月間の点字指

導を実施した。ワッダルファーニ・コーラン学校は

300年の歴史を持ち、約1,000人の生徒が在籍、寄宿

舎もあり、周辺地域からの生徒も迎え入れている。

視覚障害児を対象とした点字指導

　受け入れ先が一つであったワッダルファーニ・コー

ラン学校での点字指導に比べ、400校近くの普通学校

の中から点字指導が必要な視覚障害児を見つけ出すこ

とから始まったハルツーム東ナイル地区でのプロジェ

クトはより困難で、さまざまな課題が明らかになった

ようだ。この地区を担当する教育委員会が前向きな協

力の姿勢を示したことから、東ナイル地区での取り組

みが始まったのだが、どの学校に視覚障害児がいるの

か、どういった支援を必要しているのかなどの基礎的

なデータが限られていたため、2段階の調査を経て対

象者を特定していった。

　70校を対象に行われた第1段階の調査では、時間の

制約もあり、健康診断の結果や学校長への電話での問

い合わせをもとに、視覚障害の可能性がある子どもを

訪ね、簡単な視力テストと面談を実施。普通学校での

授業を受ける上で困難を抱えているかどうかを判断し

た。調査の結果、60名の生徒が視覚に障害があり、普

通学校での授業を受ける上で困難を抱えていることが

確認された。第2段階の調査では、各学校に視覚技能

士を派遣して、個別に診断を行った。第1段階で判明

した60名の生徒のうち30名は、障害を否定的に考え

た教員たちが非協力的であったため診断ができなかっ
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たそうだ。視覚技能士による診断だけでは判断が難し

い場合は、眼科医に医院内で診断を依頼した。

　この調査をもとに現地コーディネータが生徒の親た

ちに働きかけ、13人の生徒がエルヌール盲学校で行

われた点字指導に参加。生徒の自宅は広い範囲に散ら

ばっていたが、CAPEDS が手配した2台の車でそれぞ

れの生徒の家を回り、盲学校での2 ヵ月間の点字指導

を実施することができた。生徒は、大学卒業生である

視覚障害者の指導を受けて大学進学の可能性を感じ、

同じ境遇にいる仲間と出会うきっかけを得て、学習意

欲を高めたという。

　一方でこの調査から、教員たちの中にある視覚障害

に対する否定的な考え方、時間的・技術的な制約、海

外の NGO への不信感、視覚障害者の親たちの子ども

や教育への期待の低さ、医学的ケアの必要性、学校か

ら完全に排除されている視覚障害児の把握、などの課

題も明らかになった。『「点を繋いで描く夢」2012 報

告書』では、今回の調査から次の教訓を得ることがで

きたことを指摘し、同時に、ビタミン剤の摂取やメガ

ネの着用、簡単な手術などの医学的支援の必要性と、

粘り強い対話と明確なコミットメントを示すことの重

要性が提起されている。

・　教育委員会、盲人協会ですら正確に視覚障害児

の状況を把握しているわけではないため（中略）視

覚障害児の存在や学校への在籍状況の正確なデータ

を収集することが不可欠である。

・　障害に対する否定的な見方が、教員、親そして

子どもたち自身に障害を認めることをためらわせ、

障害児を不可視化してしまっている。

・　（前略）今回協力した教育委員会においても、視

覚障害をもつ特殊教育コーディネータが雇用されて

はいるが、実際に職務を遂行するために必要な予算

や交通手段は用意されていなかった。

障害当事者だからこそ可能な取り組み

　この報告書では、東ナイル地区での調査の様子につ

いて次のように紹介している。

　（事前に視覚障害児の在籍情報があった15校は）

直接訪問し指数弁 (2) と面談により授業を受ける上で

困難を抱えているかを判断した。面談を行った現地

コーディネータのハーティム氏は、自身も徐々に視

力が落ちたために授業を受ける上で困難に直面した

経験をもつ当事者であったことから、生徒が光の入

る窓の近くに座るのか、暗いところでもはっきり見

えるのか等、実体験に根差して聞き取りを実施でき

た。

　点字指導員などの講師が視覚障害をもつ当事者であ

り、スーダンの最高学府であるハルツーム大学を卒業

しているロールモデルでもあるため、講師との交流は

子どもたちや親たちに、より前向きな将来の展望をも

つきっかけとなったようだ。親たちとの懇談会では、

「視覚障害をもっていても大学に進学できることがわ

かって良かった」というコメントが寄せられた。視覚

障害者自身の取り組みだからこそ、こういった行動や

反応があったに違いない。

　筆者は、この報告を読んで、前述した 2007年8月の

座談会の際にアブディンさんが次のように語っていた

ことを思い出した。

　私は、点字を習って、自分が好きな時に勉強でき

る、っていうのは日本に来て初めての体験だったの

ですね。それまでに、周りの人に本を読んでもらうっ

ていうのは、…まあ、試験前にしかやってくれない

ですけども、ただ、例えば、試験当日の朝に一番最

後の悪
わ る あ が

足掻きがしたくても読んでくれる人がいない

と。そういう経験をずっとしてきたのですけれども、

点字があると、例えばふっと夜中に目が覚めても、

布団の中でも勉強ができるっていうのは、非常に便

利な文字の媒体だなと思って、すごい楽しく勉強し

てました。

　また、2008年6月の座談会でヒシャムさんは次のよ

うに語っている。

　現在の大きな課題としては、教材の提供とか、学

習環境の保障とかがあります。視覚障害者が使用す

る教科書とかプリントとかはまだかなり不足してい

ます。会ができて5，6年たちますが、そういった

部分はまだできていません。点字図書館もまだない

です。学生達がパソコンを使って、自分で好きなと

きに文献などを検索できるしくみもつくらなければ

ならないと思います。教材が学生のニーズに合うよ

うに、学生が使う教材のテキストデータ化、点訳、

MP3 などの音声データ化も必要で、まずやらなけれ

ばならないことです。テキストデータ化というのは、

視覚障害者の方なら知っていると思うんですけど、

視覚障害者は普通のプリントなどはそのまま読めな

いので、支援室みたいなところで学習補助者がス
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キャナで取り込んでテキストデータ化するといった

ことを行っています。そのデータをもらったら、パ

ソコンで読むことができるようになります。このよ

うな仕組みを向こうでもつくれたら便利、というか

必要ですよね。次にやっぱり、情報処理教育を目的

としたセンターの設立。今はパソコンを扱える人は

ほとんどいないし、むしろパソコンを触ったことの

ない人の方がほとんどです。僕も2001年まではその

1人でした。パソコンがどういうものなのか、何が

できるようになるのか、全然知らなかったです。け

れども、パソコンの便利さとか必要性を知った私た

ちとか、CAPEDS に入っているアブディン君とかバ

シール君とかが教えていけたらいいなと思います。

　これらの発言はただ語られただけでなく、ハルツー

ム大学の障害者用パソコンルームとして実体化した。

このことを知った他の大学の障害者学生が、自分たち

の大学にも同じような施設が欲しいと声をあげている

という話も聞いた。

障害者自身の視点・取り組みを出発点に

　CAPEDS は、大学に在学する障害者の学習支援や盲

学校に通うことのできない視覚障害児に対する点字指

導の支援に加え、ブラインドサッカーの普及活動も

行っている。2008年2月のワン・ワールド・フェス

ティバルでのワークショップでは、参加者にブライン

ドサッカーのボールに触れてもらい、独特の音がする

ことを確認してもらった。2009年には日本財団の助

成を得て、スペインからブラインドサッカーの指導者

をスーダンへ招き、指導者育成プログラムを実施した。

このプログラムを経て発足したスーダンのブラインド

サッカーチームは、同国サッカー協会の協力も得て、

国立サッカー場で毎週、練習しているという。スーダ

ン人の視覚障害者たちが中心にいる団体だからこそ、

こうした成果を達成することができといえるだろう。

CAPEDS の活動からは、障害者が国境を越え、またさ

まざまな困難を超えて、仲間にも同じチャンスを提示

したいと行う活動がどのようなものなのかを知ること

ができる。

　2010年12月に開催した「アフリカ障害者の10年」

セミナーでは、ケニアのろう者たちのネットワークの

中から仲間と共に働く場を作り出していく人びとが登

場していることが報告された (3)。こうした動向がある

ことに感嘆し、称賛の声を送るにとどまってはならな

いだろう。CAPEDS がさまざまな団体から引き出した

資金や支援、行政との協力などを背景にして初めて、

自らの仕事として点字指導に取り組むことができる視

覚障害者の大学生がいる。さらに、粘り強い取り組み

を経て初めて、点字指導を受けることができる視覚障

害児がいる。資金面での支援や各団体、行政などへの

働きかけなどをつうじて、障害者自身の視点と実践を

出発点にした取り組みを支援していかなくてはならな

い。この協働作業の中で、障害者を仲間として受け入

れる組織や場をつくっているのか、必要な支援ができ

るだけの技術や共感を持っているのかについて、自ら

問いかけていくことが求められるのではないか。

(1)　現在、2010年に発刊された増補改訂版が入手可能。生

存学創成拠点のウェブサイト（http://www.arsvi.com）で

全文を読むことができる。

(2)　診断者が何本の指を開いているのを見て判別できる最

長距離により視力を測る検査方法。この調査では、黒板ま

での距離を想定して、5メートルの距離から診断者の指が判

別できるかどうかを検査した。

(3)　生存学創成拠点のウェブサイトに、このセミナーでの

報告者の原山浩輔さんのプレゼンテーションと静岡県立大

学に提出した卒業論文が収録されている。

・プレゼンテーション「ケニア・首都ナイロビにおける

ろう者の経済活動領域に関する報告」

http://www.arsvi.com/2000/101212hk.pdf

卒業論文「途上国における手話言語集団としての生計獲

得〜ケニアのろう者の事例に基づいて」

http://www.arsvi.com/2010/110301hk.pdf

【引用と参考にしたウェブサイト・ブログ】

CAPEDS 活動報告　http://capedsnews.blog62.fc2.com/

・　座談会「大学における視覚障害者支援の現状と課題　

スーダンで今求められていること」2008年6月21日

　　http://www.arsvi.com/2000/080621.htm

・　座談会「視覚障害者が高等教育機関で学ぶ　スーダン

と日本の経験を語る」2007年8月9日

　　http://www.arsvi.com/2000/070809.htm

・　前 CAPEDS 代表アブディンさんの連載「わが盲想」

　　http://www.poplarbeech.com/wagamoso/

【『アフリカ NOW』関連バックナンバー】

・　第78号「特集：アフリカ障害者の10年〜アフリカの障

害者の取り組みは今」2007年10月20日発行

・　第84号「スーダンの視覚障害者にも IT を享受できる機

会を／ヒシャム・エルサー」2009年3月31日発行
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　今年3月27日に「サムスン、アフリカにて、スマー
トフォン戦略はじまる」というタイトルのニュースが
アフリカビジネスニュースから配信された (1)。アフリ
カで急速に携帯電話の普及が進み、「今年の終わりに
は、携帯電話所有者数が、7億3800万に上ると予想」
される中、「格安なスマートフォンの需要の伸び」が
アフリカにあるという記事だ。一方で、今年7月23日
付けの情報通信総合研究所のレポート (2) は「グーグル
は2012年7月18日、Gmail を携帯電話で送受信できる
サービス [Gmail SMS] をガーナ、ナイジェリア、ケニ
アで開始」と伝えている。スマートフォン利用の拡大
は、データ通信の拡大、すなわち文字情報への新たな
アクセスルートの拡大を意味しており、携帯電話で利
用できる新サービス [Gmail SMS] も文字を読み書きで
きる人向けのものということになる。

読み上げツールを活用する視覚障害者たち

　文字情報利用の拡大は、文字を読むことのできる人
たちとできない人たちの間にある情報格差をさらに広
げることになる。この情報格差を埋めるために何が必
要だろうか。読み書きを身につけ、スマートフォンや
携帯電話で各種の文字情報にアクセスし活用できる力
を身につけるための教育の充実が必要であることは言
うまでもない。だが、一朝一夕に成果が出てくるもの
ではないことも周知のとおりだ。
　この情報格差を埋めるためには、文字情報を音声に
変えて聞き取るツールを活用している視覚障害者たち
の文字情報との向かい合い方に学ぶところが大きい、
と筆者は考える。2009年2月に『アフリカ NOW』84
号の特集「日本に滞在するアフリカ出身者の声」のた
めに、スーダン障害者教育支援の会 (CAPEDS) 理事で
全盲のヒシャム・エルサー (Hisham Elser) さんにイン
タビューを行った。そのとき彼は、スーダン大学に入
学するための受験勉強をどのように行ったのかという
質問に次のように応えてくれた。

　僕は、ラジオの広告放送で知った受験問題集の
テープを買って聴きました。何科目もあって、全部
を買うととてもお金がかかるので、同じ高校に通っ

ていた視覚障害者の友人と二人で半分ずつ買いまし
た。今なら携帯電話で MP3 のファイルを持ち歩い
て聞くことができますから、カセットプレーヤーや
CD プレーヤーを持ち歩く必要はありません（と語
りながら、普段使っている携帯電話のメモリーに保
存してある研究資料を、携帯電話の読み上げ機能を
使い音声にしてくれました）。

　このとき彼が使っていた日本製の携帯電話は、製造
時にテキストメールの読み上げ機能が付されたもので
あった。彼に聞くと、アフリカ諸国で広く使われてい
る携帯電話向けにフリーウェアのテキスト読み上げ
ツールが公開されており、スーダンの視覚障害者はそ
のフリーウェアを活用しているようだ。
　必要とする人たちのために文書やメールを声を出し
て読んでいる国際協力専門家や NGO スタッフは、手
元のパソコンやスマートフォンあるいは携帯電話に読
み上げツールをインストールして読み上げさせてみる
とよい。録音の再生ではなく、その場でタイプした文
章を読み上げていることがわかると、機械を自分で扱
いたいという人も出てくるだろう。そこから、次への
一歩が始まるに違いない。

(1)　http://www.africa-news.jp/news_wMnP9tGvK.html

(2)　http://www.icr.co.jp/newsletter/global_perspective/2012/

Gpre201257.html

読み上げツールが開く可能性　非識字者もメールが読める
Bridging the divide between the having literacy and the not having

斉藤龍一郎／ SAITO Ryoichiro

携帯電話に資料を読み上げさせているヒシャムさん
2009年2月21日　筑波大学学生宿舎




